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今月の表紙
水しぶきを上げ、大は
しゃぎの園児たち。７
月１日、イマリンビー
チで海開きがありまし
た。最初は少し冷たく
感じる海水に恐る恐
る足を入れていました
が、慣れてくると水を
かけあって元気に遊ん
でいました。【８ペー
ジに関連記事を掲載】

↑総事業費約 36 億円で整備された新施設

環
境
変
化
に
伴
う
水
質
悪
化
に
よ

り
、
従
来
の
浄
水
処
理
方
式
で
あ

る
『
急
速
ろ
過
方
式
』
で
は
対
応

が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
新
施
設
は
、
最
新
の
『
生
物
処

理
＋
活
性
炭
処
理
＋
膜
ろ
過
方
式
』

へ
変
更
。
か
び
の
臭
い
や
色
度
、

無
機
物
（
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
・
ア
ン

モ
ニ
ア
態
窒
素
）
な
ど
、
水
に
溶

け
た
成
分
も
除
去
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
安
全
で
よ
り
良
質
な
水
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
も

対
応
す
る
耐
震
性
に
優
れ
た
施
設

で
、
市
民
生
活
を
支
え
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を

担
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
た
有
田
川
浄
水
場
更
新
事
業
の

完
了
を
祝
い
、
６
月
30
日
、
竣
工

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は

関
係
者
な
ど
約
60
人
が
出
席
。
深

浦
弘
信
市
長
は
、｢

水
道
事
業
は

人
口
の
減
少
で
料
金
の
収
入
が
減

る
一
方
、
施
設
の
維
持
管
理
費
が

増
加
し
て
い
る
と
い
う
問
題
も
抱

え
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
さ
ん
に
安
全
・
安
心
な
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
旧
施
設
は
建
設
か
ら
40
年
以
上

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震

性
の
点
で
も
問
題
が
生
じ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
水
源
の
有
田
川
は
、

新施設で浄化された水で乾杯する関係者

安全・安心な水を供給し続けるために
有田川浄水場更新事業竣工式
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　　特 集 

８月は同和問題啓発強調月間です
　　　〜自分を見つめてみましょう〜

『
伊
万
里
讃
歌
　
八
章
　
終
詩
』

伊
万
里
伊
万
里
と
呼
ん
で
ご
ら
ん

ふ
る
さ
と
伊
万
里
が
返
事
す
る

お
お
　
こ
れ
が
君
の
ふ
る
さ
と

君
ら
の
父
祖
を
育
て
た
く
に
だ

山
々
が
並
び
　
川
は
海
へ
と

伊
万
里
の
湾
が
は
ら
ら
と
ひ
か
る

● 問合先　生涯学習課人権・同和教育係（☎㉓３１８６）

　
人
に
は
誰
し
も
故
郷
が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
に
、
愛
情
や
誇
り
を
持
っ
て
生
活

し
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
は
生
ま

れ
る
場
所
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
た

り
ま
え
の
話
で
す
。

　
そ
れ
な
の
に
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
社
会

に
は
、
こ
の
『
あ
た
り
ま
え
』
の
こ
と
を
理
由

に
し
た
差
別
が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
場
所
や

育
っ
た
場
所
、
住
ん
で
い
る
場
所
で
人
の
値
打

ち
に
差
を
つ
け
よ
う
と
す
る
『
部
落
差
別
』
で

す
。
能
力
に
関
係
な
い
こ
と
を
理
由
に
憧
れ
の

職
業
へ
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
り
、
世
間
体
を
気

に
す
る
周
囲
に
よ
っ
て
愛
を
引
き
裂
か
れ
る
な

ど
、
部
落
差
別
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
は『
同
和
問
題
』と
呼
ば
れ
、

人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ
る
21
世
紀
に
お
い
て
も

な
お
、
日
本
に
お
け
る
重
大
に
し
て
最
も
深
刻

な
社
会
問
題
で
す
。
同
和
問
題
は
、
因
習
に
よ
っ

て
世
代
を
超
え
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
、
日
本

固
有
の
人
権
問
題
で
あ
り
、
な
く
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
負
の
文
化
で
す
。
同
和
問
題
の
解
決

な
く
し
て
、
日
本
に
お
け
る
人
権
問
題
の
解
決

は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　
８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
こ

の
機
会
に
自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
差

別
を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と
向
き
合
う
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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2018 同和問題講演会
　同和問題に向き合うきっかけとして、市では『同和問題講演会』を開催
します。あなたも参加してみませんか。

● 日　時　８月28日（火）

午後１時 30 分〜３時

● 場　所　市民センター 文化ホール

● 入場料　無　料

● 演　題　『なぜ、差別はなくならないの？
　　　　　 〜元いじめられっ子からのメッセージ〜』

● 講　師　落語家　桂
かつら

　ぽんぽ娘
こ

  さん

《講師プロフィール》
東京都出身。平成 18 年に桂文福に入門。ママ落語家としての『育児

体験』や、栄養士の資格を生かした『食と健康』の講演、男性社会で

ある落語の世界で体験した『差別と区別』、ボランティア活動など豊富

な内容で積極的に講演活動を展開中。

※手話通訳・要約筆記を行います。

同和問題啓発強調月間中の催し

気軽に参加してください

● 日　時　８月 20 日（月）

　　　　　午後１時 30 分〜３時 20 分

● 場　所　武雄市文化会館大ホール（武雄市）

● 入場料　無　料

● 演　題　『同和問題の今、そしてこれから

　〜 35 年間の取材を通してみえてきたもの〜』

● 講　師　馬場　周一郎 さん

（元西日本新聞社記者）

● 問合先　佐賀県人権・同和対策課

（☎０９５２㉕７０６３）

佐賀県同和問題講演会

● 日　時　８月７日（火）

　　　　　午後２時〜４時 30 分

● 場　所　佐賀市文化会館大ホール（佐賀市）

● 入場料　800 円

● 演　題　『ありのままのわたしを生きる』ために

● 講　師　土肥　いつき さん

（京都府立高校教員）

● 問合先　佐賀県人権・同和教育研究協議会事務局

（☎０９５２　６４３４）

佐賀県人権・同和教育研究大会（全体会）
〜誰もが生まれてきてよかったと

思える社会をめざして〜

62
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特 集 　８月は同和問題啓発強調月間です

知
っ
て
い
ま
す
か
？

部
落
差
別
解
消
推
進
法

　
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
、

平
成
28
年
12
月
に
『
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
』
が

施
行
さ
れ
１
年
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
部
落
差

別
が
拡
大
し
悪
質
化
し
て
い
る
こ

と
や
、
身
元
調
査
を
目
的
と
し
た

差
別
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
解
決
し

た
わ
け
で
も
な
い
の
に
『
同
和
問

題
は
過
去
の
問
題
』
と
い
う
誤
っ

た
意
識
が
広
が
る
な
ど
、
法
律
を

制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻

な
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
止

め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◆部落差別解消推進法の主な内容

人
権
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品

　
こ
の
標
語
は
、
平
成
29
年
度
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会

と
市
教
育
委
員
会
が
協
働
で
実
施
し
た
『
人
権
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
優
秀
作
品
で
す
。
３
０
３
人

か
ら
４
９
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
住
民
啓
発
の
機
会
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◆
小
学
生
の
部

　
と
も
だ
ち
に
　
た
く
さ
ん
あ
げ
た
い　

お
も
い
や
り

　
普
通
、
普
通
と
言
う
け
れ
ど
　
誰
の
基
準
？

　
そ
の
普
通

◆
中
学
生
の
部

　
い
け
な
い
よ
　
見
て
な
い
ふ
り
も　

い
っ
し
ょ
だ
よ

　
変
え
て
み
よ
う
　
ま
ず
は
自
分
の
　
偏
見
を

◆
一
般
の
部

　
人
権
の
　
土
台
は
日
々
の
　
家
族
愛

①部落差別は過去の問題ではありません

　部落差別は許されない『社会悪』です。一日も早く

解消しなければならない重要な課題です。

②部落差別の解消は私たち一人一人の課
　題です

　部落差別は『差別される人』の問題ではなく『差別
する人』の問題です。一人一人が正しい理解と認識を
深めることが必要です。

③部落差別の解消は行政の責務です

　インターネット上で差別を助長する情報が拡散され
るなど、部落差別は潜在化、陰湿化しています。国や
地方公共団体は、部落差別の解消へ向けた効果的な施
策を進めます。

④部落差別を受けた人への相談体制を確立
　します

　部落差別の被害者が泣き寝入りすることがないよう、
国や地方公共団体は、的確に対応できる相談体制を整
備します。

⑤部落差別に重点を置いた人権教育を展開
　します

　部落差別は日本固有の人権問題であり、なくさなけ
ればならない『負の文化』です。部落差別の解消なく
して、日本における人権問題の解決はありません。

⑥これまでの取り組みの効果を検証します

　国や地方公共団体は、これまでの取り組みの成果や
問題点を検証し、今後の指針とするための実態調査を
行います。
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なるほど！ザ・Ｑ＆Ａ
Ｑ . 差別はまだあるのですか？

Ａ . 確かに公然と差別的な言葉を使ったり、明
らかに差別と分かるような身ぶりをする差
別行為は少なくなってきていますが、部落
差別がなくなったわけではありません。
就職や結婚に関する身元調査や、インター
ネットの匿名性を悪用した差別的な書き込
みが行われるなど、その状況は潜在化、陰
湿化しています。差別を受けても告白でき
ない人も少なくありません。『いじめ』が
表面化しにくいことと似ています。

Ｑ . 部落という言葉は使っていいのですか？

Ａ . 日本では明治以降、農村における集落のこ
とを『部落』と呼んできましたが、やがて『被
差別部落』の略称としても使われるように
なりました。こうして『部落』は二つの意
味を持つようになりましたが、いつしか自
分が暮らす集落が被差別部落とみなされる
ことを嫌がる人たちが部落という表現を避
けるようになり、やがて『地区』や『地域』
という別の言葉に言い換えるようになった
のではないかと思われます。ですが、どん
な言葉に言い換えたとしても、被差別部落
に対する差別意識があれば、やがてその言
葉も差別を意味する言葉になってしまいま
す。大切なことは差別意識をなくすことで
す。『部落』という言葉を集落という意味
で使うことには問題ありません。

Ｑ . 同和問題に『暗い』、『重い』という印象を
感じます

Ａ . 命をも奪う部落差別の現実を学ぶわけです
から、同和問題の研修会には、他の分野に
はない厳しさがあるかもしれません。です
が、同和問題を正しく学ぶことで、差別さ
れる理由が、差別する人によって都合よく
作られてきたことが見えてきます。同和問
題の研修会には、人生を豊かにするたくさ
んのヒントが隠されています。

Ｑ . 区別と差別の違いがわかりません

Ａ .『男と女』これは区別です。あってもいい
違いです。これに対して『男は女より偉い』
こうなったら差別になります。あってはい
けない違いです。さて、どこが違うのでしょ
うか。

区別は、対等な立場で、性質や特徴で分け
ること。差別は、自分の身勝手な主張を正
当化するために、理由にならないことを口
実にした人権侵害行為のことです。

■
差
別
と
は

　
差
別
と
は
、
差
別
を
す
る
人
が

自
分
に
都
合
の
い
い
こ
と
を
正
当

化
す
る
た
め
に
、
理
由
に
な
ら
な

い
こ
と
を
口
実
に
し
た
、
命
を
も

奪
う
言
い
が
か
り
の
こ
と
で
す
。

　
差
別
は
、
差
別
を
す
る
人
が
い

る
か
ら
起
こ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

差
別
を
す
る
人
が
、
差
別
す
る
理

由
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
差
別
は
自
然
に
は
な
く
な
り
ま

せ
ん

　「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は

な
く
な
る
」、「
知
ら
な
い
人
に

同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
に

私
に
も
で
き
る
こ
と

教
え
る
か
ら
差
別
が
な
く
な
ら
な

い
」
そ
う
考
え
る
人
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
『
寝
た
子

を
起
こ
す
な
』
と
い
う
考
え
方
で

す
。
一
見
正
し
く
聞
こ
え
ま
す

が
、
こ
の
考
え
方
が
正
論
で
あ
る

た
め
に
は
、
誤
っ
た
こ
と
を
教
え

る
人
が
い
な
い
こ
と
が
前
提
に
な

り
ま
す
。

　
人
は
正
し
い
知
識
を
持
た
な
い

場
合
、
疑
う
こ
と
な
く
誤
っ
た
情

報
を
信
じ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
生
活
す
る
社
会
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
と
負
の

出
会
い
を
す
る
前
に
、
正
し
く
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
差
別
は
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

見
え
ま
せ
ん

　『
見
え
な
い
』
こ
と
と
『
無
い
』

こ
と
は
違
い
ま
す
。
差
別
は
見
よ

う
と
し
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。

　
自
分
が
知
ら
な
い
か
ら
差
別
は

な
い
と
考
え
ず
、
差
別
が
ど
こ

に
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
抜
く

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
の
場
を
通
し
て
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
確
か
な
人
権

感
覚
を
育
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
子
ど
も
の
目
線
を
大
切
に

　
素
直
な
子
ど
も
の
目
線
で
社
会

を
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が

見
え
て
き
ま
す
。
生
ま
れ
た
場
所

や
住
ん
で
い
る
場
所
を
理
由
に
、

人
の
値
打
ち
に
差
を
つ
け
よ
う
と

す
る
同
和
問
題
は
、
最
も
愚
か
な

矛
盾
で
す
。

　
矛
盾
に
気
付
い
て
自
分
の
言
葉

で
考
え
る
、
そ
の
上
で
子
ど
も
に

説
明
で
き
な
い
こ
と
を
見
直
す
姿

勢
を
取
る
こ
と
が
、
同
和
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
自
分
自
身
の
課
題
で
す

　
同
和
問
題
は
難
し
い
と
い
う
人

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
世
間
体
を
気

に
し
て
、
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
か

ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
人
の
言
い
訳

で
す
。
同
和
問
題
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
社
会
悪
で
あ
り
、
そ
の
解

決
は
自
分
自
身
の
課
題
な
の
で
す
。

■
あ
な
た
が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変

わ
り
ま
す

　『
差
別
を
な
く
す
』
と
い
う
と
、

な
ん
だ
か
凄
い
こ
と
を
す
る
よ
う

で
、
自
分
に
は
何
も
で
き
そ
う
も
な

い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
が
「
自
分

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
思

え
た
ら
、
同
和
問
題
は
解
決
へ
向

け
て
大
き
く
動
き
出
す
は
ず
で
す
。

　
社
会
は
私
た
ち
一
人
一
人
で
で

き
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
変
わ
れ

ば
、
社
会
も
変
わ
り
ま
す
。

　
自
分
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。
差

別
を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と

向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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特 集 　８月は同和問題啓発強調月間です

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
社
会
に

は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま

す
。
差
別
す
る
つ
も
り
は
な
く
て

も
、
無
意
識
の
う
ち
に
誰
か
を
傷

つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
『
市
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
』
や
『
市
人
権
・
同

和
教
育
地
域
推
進
員
』
な
ど
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
、
地
域
に

密
着
し
た
各
種
研
修
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
身
近
な
研
修
講
座

に
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

■
な
る
ほ
ど
！
ザ
・
じ
ん
け
ん
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
／
輝
く
女
性
の
た
め

の
心
の
セ
ミ
ナ
ー

　
人
権
感
覚
あ
ふ
れ
る
身
近
な
人

の
存
在
は
、
市
民
の
人
権
意
識
の

向
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

地
域
や
職
場
で
同
和
問
題
を
語
る

こ
と
が
で
き
る
等
身
大
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

■
地
区
巡
回
講
座

　
各
行
政
区
の
公
民
館
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
膝
を
交
え
て
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
や

意
見
は
、
生
き
た
教
材
と
し
て
本

市
の
教
育
・
啓
発
の
指
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
世
代
を
対
象
に
し
た
研

修
講
座

　『
子
は
親
の
鏡
』
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
大
人
社
会

の
潜
在
意
識
は
、
子
ど
も
の
人
間

形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
職
場
に
接
点
を
持
つ
Ｐ
Ｔ

Ａ
世
代
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

研
修
会
を
展
開
し
ま
す
。

■
各
種
団
体
へ
の
出
前
講
座

　
地
域
に
密
着
し
た
教
育
・
啓
発

を
推
進
す
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
区
長
会

な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深

い
皆
さ
ん
に
出
前
講
座
を
お
届
け

し
ま
す
。

■
職
場
へ
の
出
前
講
座

　
職
場
を
『
学
び
の
ス
テ
ー
ジ
』

と
位
置
付
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た
学
習

機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
風

通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
小
・
中
学
生
の
人
権
作
品
展

　
12
月
の
人
権
週
間
に
合
わ
せ
、

小
・
中
学
生
の
書
道
や
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
な
ど
を
展
示
す
る
『
人
権
作

品
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

■
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査

　
現い

在ま

を
知
ら
ず
に
未
来
は
語
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
成
果
を
検
証
し
、
今
後
の
教
育
・

啓
発
の
指
針
と
な
る
基
礎
資
料
を

収
集
し
ま
す
（
５
年
毎
に
実
施
）。

市人権・同和教育
推 進 協 議 会 と は

同和問題をはじめとするさま
ざまな人権課題の解決を目的
に、昭和 52 年に発足した、
市民の代表（区長、自治公民
館長、民生委員・児童委員、小・
中学校ＰＴＡなど）で構成す
る人権啓発団体です。

市教育委員会が委嘱する、地
域における人権・同和教育の
リーダーです。各町（地区）
に２名ずつ、26 名の推進員
が活動しています。昭和 54
年にスタートした、伊万里市
独自の制度です。

市人権・同和教育
地 域 推 進 員 と は

研修講座に挑戦してみませんか？

市では、同和教育担当の社会教育指導員を４人配置し、市民の皆さんへのきめ細や
かな教育・啓発に取り組んでいます。サークルや企業へ講師として派遣しますので、
気軽に申し込んでください。詳しくは生涯学習課へ問い合わせてください。

■どこで開催してもいいの？
　市内であれば、ご希望の場所へ講師を派遣します。（個人宅は除きます）

■いつでもいいの？
　土・日・祝日も派遣します。（12 月 29 日〜１月３日は除きます）
　午前９時〜午後９時の間で、１回あたり 30 分〜２時間程度でお願いします。

■どんな研修内容？
　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題についてお話しします。
　要望に応じて、啓発映画などの視聴覚教材を使用することもできます。

■研修の費用は？
　講師の交通費や謝礼などは一切不要です。
　ただし、有料の会場で開催する場合、会場使用料などは依頼者で負担してください。

■申込方法は？
　まずは、生涯学習課（☎２３−３１８６）までお電話ください。（希望日の２週間前までにお願いします）
　できるだけ希望の日時に講師を派遣します。日時などが決定した後、派遣依頼書を提出していただきます。

↑職場や地域での講座の様子
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

7.11 6.20

歓声を上げて海へと駆け出す園児たち

伊万里海洋少年団の手旗信号

7.1

イマリンビーチ海開き

きれいな海で楽しく安全に遊ぼう

イマリンビーチで海開きがありました。地元福田区による

安全祈願の神事のあと、伊万里海洋少年団の手旗信号やシー

バード伊万里による救助訓練が披露されました。続いての

初泳ぎでは、今か今かと待ち構えていた地元の幼稚園と保

育園の園児たちが一斉に海に入って水遊び。稚エビやカサ

ゴの稚魚の放流も体験し、楽しい夏の日を過ごしました。

カサゴの稚魚を放流中
シーバード伊万里による
救助訓練

きれいな海と砂浜のイマリン
ビーチ

↑３択クイズを交えて楽しく学ぶことができました↑｢ 地域に喜ばれる活動を続けたい ｣と話す会員の皆さん

伊万里有田法人会が地域社会貢献活動の一環として、伊

万里有田共立病院にリクライニングチェアー１台を寄贈

しました。現場の要望を聞いて選定され、従来の車椅子と

比べ、患者の搬送や点滴などをスムーズに行うことができ

ます。当会はこれまでにも、市へ血圧計や車椅子を寄贈

するなど、積極的に地域貢献活動に取り組まれています。

伊万里有田法人会が伊万里有田共立病院に寄贈

ふるさとを元気にする活動を続けます

市内の小・中学校と黒川幼稚園で、ＪＡ伊万里の生産者

部会が提供した地元産のきゅうりとアスパラガスを使っ

た給食がありました。給食の前に、波多津小学校では食

育学習として、生産者などによる講話が行われました。

児童たちはきゅうりやアスパラガスの栽培方法などの話

を興味深く聞き、身近な野菜への理解を深めていました。

ＪＡ伊万里の生産者部会が食材提供と食育学習

地元の野菜を知っておいしく食べて

82018.8広報伊万里



み ん な の 広 場

7.16

みなみ保育園『防火七夕』

短冊に『火の用心』の願いを込めて

七夕の日を前に、幼少期から防火意識を高めてもらおう

と、伊万里消防署で、みなみ保育園の園児による『防火

七夕』がありました。消防署員やマスコットキャラクター

のキュートくんの前で「火遊びは絶対にしません」と約

束した園児たち。保育士や署員に手伝ってもらいながら、

火の用心の願いを込めて作った短冊を飾り付けました。

7.2

真剣な表情で短冊を飾り付ける園児

↑洋上風力発電についての公開講座の様子

佐賀大学海洋エネルギー研究センター施設見学会

環境にやさしい海洋エネルギーを知ろう

海洋温度差発電の模型で発電の仕組みの説明を受け、興味
を示す少年

佐賀大学海洋エネルギー研究センター伊万里サテライト

で施設見学会がありました。洋上風力発電や海洋温度差発

電についての公開講座や、波力発電の模型を使っての発電

実験など、海洋エネルギーについての研究の成果が楽し

く学べるとあって、親子連れなど多くの人たちが訪れま

した。水素で走る燃料電池自動車の試乗会もありました。

7.14

↑エンジン始動の合図を待つ警察などの車両

7.13

↑短冊には火の用心の他に
自分の願いも書きました

多々良海岸や小島公園、楠久津公園などの伊万里湾周辺で

伊万里湾岸清掃がありました。これは、伊万里湾内の環

境保全を図ろうと、子ども会やスポーツ少年団、企業など

が６月から８月にかけて清掃活動を行ったものです。７

月 16日の海の日には炎天下の中、８団体約 130 人が参

加し、２時間程度の活動で370㎏のごみを回収しました。

伊万里湾岸清掃

いつまでも美しいふるさとの海を

↑隅々までごみを探して拾う参加者

飲酒運転の撲滅を図るため、『飲酒運転撲滅一斉包囲網』

の出発式が伊万里駅前公園でありました。これは、夏の交

通安全県民運動の一環として、市交通対策協議会が実施

したものです。公園内には、警察車両や各地区・町交通

対策協議会の広報車両がズラリ。合図とともに一斉にエン

ジンを始動させ、市内各地での広報活動に出発しました。

『飲酒運転撲滅一斉包囲網』出発式

総力を挙げて飲酒運転を撲滅します

↑キュートくんが短冊を読
んで感心しています
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

岩橋 房枝さん

坂本 チサさん

　
６
月
24
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

伊
万
里
合
唱
団
の
32
回
目
の
定
期

演
奏
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
35
年
に
産
声
を
上
げ
た
同

合
唱
団
。
現
在
は
男
性
14
人
、
女

性
18
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
15
年
ぶ
り
に
披
露
す

る
『
交
声
曲 

伊
万
里
』
を
は
じ
め
、

男
声
に
よ
る
歌
謡
曲
の
コ
ー
ラ
ス

や
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
プ
の
演
奏
、
オ
ペ
ラ
・
ア
リ

ア
曲
の
合
唱
な
ど
、
多
様
な
趣
向

を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
演
出
。

安
定
感
の
あ
る
魅
惑
の
歌
声
に
、

観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

育そ
だ

つ
と
は  

植う
え

田た

の
色い
ろ

の  

深ふ
か

さ
に
も

猛も
う

暑し
ょ

日び

の  

続つ
づ

き
ゐい

る
中な
か  

立り
っ

秋し
ゅ
う

に

　
　
　
　
　
　

夜よ
る

に
は
早は

や
も  

虫む
し

の
音ね

集す
だ

く

つ
く
し
俳
句
会

武
富　

千
歳

伊
万
里
白
露
短
歌
会

池
田
多た

鶴づ

子こ

伊
万
里
合
唱
団
定
期
演
奏
会

魅
惑
の
歌
声
に

拍
手
喝
采

↑ 15 年ぶりに『交声曲 伊万里』を披露する
伊万里合唱団

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
２
人
の
高
齢
者
を
、

深
浦
弘
信
市
長
が
訪
問
し
、
記

念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
に
訪
問
し
た
岩
橋

房
枝
さ
ん
は
、
若
い
頃
足
が
速

く
、
町
の
運
動
会
な
ど
で
大
活

岩
橋  

房
枝 

さ
ん

（
松
浦
町
宿
分
）

躍
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
夫
の
家

業
で
あ
っ
た
養
鶏
に
精
を
出
し
、

仕
事
を
辞
め
て
か
ら
は
夫
婦
で
全

国
各
地
を
旅
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
し
た
。
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
近

所
の
人
と
楽
し
く
話
を
し
た
り
す

る
こ
と
も
好
き
だ
っ
た
と
か
。
大

ら
か
で
優
し
い
性
格
で
、『
の
ん
び

り
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ス
ト
レ
ス
を
溜

め
な
い
こ
と
』
が
長
生
き
の
秘
訣
。

こ
の
日
は
、
入
所
す
る
施
設
で
家

族
な
ど
に
囲
ま
れ
、
盛
大
な
お
祝

い
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
18
日
に
訪
問
し
た
坂
本

チ
サ
さ
ん
は
、
戦
時
中
、
夫
の
仕

事
の
関
係
で
満
州
で
暮
ら
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
手
先
が
器
用

で
、
今
で
も
折
り
紙
で
の
く
す

玉
作
り
や
手
芸
、
絵
手
紙
な
ど

を
し
て
趣
味
を
楽
し
ん
で
お
り
、

部
屋
に
は
色
と
り
ど
り
の
作
品

が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
チ
サ
さ
ん
の
長
生

き
の
秘
訣
は
『
わ
が
ま
ま
に
好

き
な
こ
と
を
す
る
こ
と
』。
と
て

も
お
元
気
な
姿
に
深
浦
市
長
も

驚
い
た
様
子
で
、｢

次
は
市
内
最

高
齢
者
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い｣

と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

坂
本
　
チ
サ 

さ
ん

（
六
仙
寺
）
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ほ が ら か ペ ー ジ

『ヤングウォーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。広報係（☎㉓４３１３）

市は、事業所や市民の皆さんと協働で、仕事と、子育て・介護や地域活動などの生活を両立させる『ワーク・ライフ・
バランス』を推進しています。このコーナーでは、市内の事業所が取り組んでいる働きやすい職場づくりを紹介します。

● 問合先　男女協働推進課男女協働推進係
（ 　☎㉓２１１５）

黒木建設株式会社

代表者　：代表取締役社長　黒木　祐一郎
事業内容：総合建設業
所在地　：松島町
従業員数：101 名（男性 85 名、女性 16 名）

広げよう 『ワーク・ライフ・バランス』

〜信頼関係を築くことが、社員の活躍と職場の活性化につながる！〜

会社の取組

◎週 1 回『ノー残業デー』を実施
　毎週水曜日を『ノー残業デー』とし、社員のワーク・

ライフ・バランスの推進に取り組んでいます。

◎『リフレッシュ休暇制度』を導入
　社員の健康増進と家庭生活の充実のために、有給休暇

やリフレッシュ休暇の取得を促進しています。

◎会社が一丸となった継続的な地域貢献活動
　市社会福祉協議会と協定を結び、福祉イベントの会

場設営や運営支援、市民図書館の清掃をしています。

社 員 の 声
Worker 's  Vo ice

★連休とリフレッシュ休暇を組み合わ
せ、長期休暇を取得し、家族とゆっく
り過ごしました。家族も喜んでいまし
た。　　　　　　　　　　（40代男性）

★卓球部が発足し練習場も整備され、試
合で活躍するという目標ができまし
た。団結力が高まり、仕事のモチベー
ションも上がっています。(20 代男性 )

仕事の成果もやりがいも充実する信
頼関係を築くことが大切です。職場
の活性化のために働きやすい環境づ
くりに努めています。また、建設業
の次世代を担う女性技術者や若手技
術者の育成に力を入れています。

社長からひと言

黒木 祐一郎 社長

女性技術者が現場で活躍しています

　
ど
ん
ど
ん
で
き
る
こ
と
が
増
え

て
い
く
奏
音
君
☆
マ
マ
の
お
手
伝
い

も
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♪

奏
音
君
の
成
長

を
い
つ
も
一
番

近
く
で
見
守
っ

て
い
る
よ
♥

ア ル バ ム

わが家の

中村 奏
かな

音
と

さん

＊克
かつ

朗
あき

・友紀子さんの長男

＊二里町東八谷搦

(     )４歳
11 か月

　
ぼ
く
は
み
ん
な
を
笑
わ
せ
る
こ

と
や
、
公
園
で
体
を
い
っ
ぱ
い
動

か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
♥
大
好

物
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
☆彡
最
近
は
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り

き
っ
て
パ
パ
と
戦
い
ご
っ
こ
を
す

る
こ
と
に
は
ま
っ
て
い
る
ん
だ
♬

竹田 温
あつ

史
し

 さん

◆ 株式会社ＳＭＡＴ ファイ
ンズＴＡＫＥＤＡ(山代町)

◆ 平成 27 年８月入社

(27 歳・東山代町長浜 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
精
肉
・
惣
菜
の
加
工
・
製
造
、

会
社
の
Ｐ
Ｒ
活
動
（
Ｈ
Ｐ
運
営
）

な
ど
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は

　
後
半
疲
れ
が
ど
っ
と
く
る
の
で

ペ
ー
ス
配
分
が
難
し
い
で
す
。

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
や
る
気
！
元
気
！
あ
つ
し
！

◇
目
標（
仕
事
）は
　
地
域
の
生
活

の
要
に
な
る
こ
と
で
す

◇
趣
味
　
読
書
、
旅
行
、
ビ
ー
ル

を
飲
む
こ
と

◇
特
技
　
も
の
ま
ね
、
英
語
の
歌

◇
市
民
へ
一
言
　
ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を

見
て
く
だ
さ
い
。
動
画
も
面

白
い
で
す
よ
。h

ttp
://sm

a
t-

taked
a.co

m
/
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

８月の市民スポーツ

５日（日）
● 伊万里ラジオ体操会
　午前６時 20 分開会

　国見台陸上競技場

11 日（土・祝）、12 日（日）
● 伊万里カップ少年サッカー大会
　午前９時開会　国見台球技場ほか
● 日本少年野球西九州大会
　午前９時開会　国見台野球場

18 日（土）、19 日（日）、22 日（水）
● 伊西地区高等学校野球新人戦
　午前 10 時開会　国見台野球場

25 日（土）
● 教育長杯中学校

ニュースポーツフェスティバル
　午前８時 30 分開会　青嶺中学校

●

期
　
日
　
７
月
８
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

《
上
位
成
績
》

●

一
般
（
混
合
）
の
部

▽
優
　
勝
　
エ
ク
セ
ル
Ａ

▽
準
優
勝
　
黒
川
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

●

女
性
の
部

▽
優
　
勝
　
脇
野
保
育
園

▽
準
優
勝
　
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ブ

●

シ
ニ
ア
（
混
合
）
の
部

▽
優
　
勝
　
エ
ク
セ
ル
Ｄ

▽
準
優
勝
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

↑優勝を喜ぶ大坪赤門少年野球部の選手たち

↑延長９回の死闘にピリオドを打つ決勝
点のホームイン

　
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
・
サ

ッ
カ
ー
競
技
の
準
決
勝
・
決
勝
戦

が
７
月
15
日
、
佐
賀
県
総
合
運
動

場
で
あ
り
ま
し
た
。
県
内
の
約
90

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
の
大
会

で
、
市
内
で
は
、
大
坪
少
年
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
が
３
位
に
入
賞
（
５

年
連
続
）
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
杯
第
33
回
佐
賀
新
聞
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
・
サ
ッ
カ
ー
競
技

↑５年連続で３位入賞を果たした大坪少年サッカークラブ

第
12
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●

期
　
日
　
７
月
８
日

●

場
　
所
　
国
見
台
相
撲
場

《
上
位
成
績
》

●

団
体
戦

▽
優
　
勝
　
二
里
町

▽
準
優
勝
　
黒
川
町

▽
３
　
位
　
大
川
町

●

個
人
戦

▽
優
　
勝
　
棈
松
　
稔
（
二
里
町
）

▽
準
優
勝
　
川
原
　
清
志（

大
川
町
）

▽
３
　
位
　
井
上
　
楓
（
黒
川
町
）

第
35
回
市
長
旗
争
奪

伊
万
里
市
青
年
相
撲
大
会

第
40
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
交
流
大
会

●

期
　
日
　
７
月
１
日
・
14
日

●

場
　
所
　
松
浦
運
動
広
場
ほ
か

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝
　
大
坪
赤
門
少
年
野
球
部

▽
準
優
勝
　
波
多
津
少
年
野
球

▽
３
　
位
　
伊
万
里
愛
球
会

　
　
　
　
　
立
花
少
年
野
球
部
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

郷

土

の

文

化

財

〜
一
人
一
人
の
違
い
を
認
め
、

尊
重
し
ま
し
ょ
う
〜

「
自
分
ら
し
く
あ
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に

● 

問
合
先
　
男
女
協
働
推
進
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
昔
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
と
言
え

ば
、
男
の
子
は
黒
色
、
女
の
子
は

赤
色
の
２
色
で
分
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
最
近
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、

ピ
ン
ク
系
や
パ
ー
プ
ル
系
、
ブ
ラ

ウ
ン
系
、
ブ
ル
ー
系
な
ど
、
カ
ラ
ー

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
色
が
増
え

た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
好
き
な
色
を
選
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
あ
な
た
は
、「
女
だ
か
ら
」「
男

だ
か
ら
」
と
か
、「
女
ら
し
く
」「
男

ら
し
く
」
と
言
わ
れ
、
性
別
で
区

別
さ
れ
る
こ
と
に
、
違
和
感
を
覚

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
あ
な
た
自
身
が
、
性
別
に
関

す
る
思
い
込
み
や
偏
見
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
例
え
ば
、
男
の
子
だ
か
ら
黒
や

青
、
女
の
子
だ
か
ら
赤
や
ピ
ン
ク

な
ど
、
持
ち
物
の
色
を
決
め
た
り
、

男
の
子
ら
し
く
短
髪
、
女
の
子
ら

し
く
ス
カ
ー
ト
な
ど
、
髪
形
や
洋

服
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
。
こ
れ

ら
は
、
性
別
に
関
す
る
思
い
込
み

や
偏
見
で
す
。

　
女
の
子
だ
っ
て
、
男
の
子
だ
っ

て
、
好
き
な
色
も
髪
形
も
洋
服
も
、

一
人
一
人
が
違
う
好
み
や
考
え
方

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
得
意

な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
も
一
人
一

人
違
い
ま
す
。

　
大
人
が
無
意
識
に
、
子
ど
も
た

ち
を
、「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」

と
い
う
枠
の
中
に
当
て
は
め
て
し

ま
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の”
自

分
ら
し
く
あ
り
た
い“
と
い
う
気

持
ち
や
行
動
に
、
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
性
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
庭
で
も
、

学
校
で
も
、
地
域
で
も
、
子
ど
も

た
ち
の
一
人
一
人
の
違
い
を
認
め
、

尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
を
行
い
ま
す

彼
ら
の
足
跡
や
遺
品
な
ど
の
調

査
を
行
い
、そ
の
成
果
を
『
幕
末
・

明
治
と
伊
万
里
の
人
』
展
と
し

て
歴
史
民
俗
資
料
館
で
11
月
～

平
成
31
年
１
月
に
展
示
す
る
予

定
（
※
）
で
す
。

　
展
示
を
通
し
て
、
激
動
期
を

駆
け
抜
け
た
偉
人
た
ち
の
志
や

魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
こ
の
事
業
は
、
明
治
維
新
１
５
０
年

記
念
さ
が
維
新
交
付
金
を
活
用
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
明
治
維
新
か
ら
１
５
０

年
目
の
節
目
の
年
で
す
。
世
界

に
目
を
向
け
、
日
本
の
近
代
化

の
先
駆
け
と
し
て
突
き
進
ん
だ

肥
前
で
は
、
鍋
島
直
正
や
大
隈

重
信
ら
八
賢
人
と
呼
ば
れ
る
偉

人
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
激
動
の
時
代
は
伊
万
里
に
も

影
響
を
与
え
、
一
時
的
に
伊
万
里

県
が
設
置
さ
れ
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
強
い
志
を
持

ち
郷
土
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
先
人
た
ち
も
数
多
く
い
ま
す
。

　
森
永
製
菓
を
創
立
し
た
森
永

太
一
郎
を
は
じ
め
、
佐
賀
銀
行

の
前
身
で
あ
る
伊
万
里
銀
行
を

設
立
し
た
松
尾
貞
吉
、
儒
学
者

草
場
佩は

い

川せ
ん

の
長
子
で
私
塾
『
啓け

い

蒙も
う

舎し
ゃ

』
を
ひ
ら
い
た
草
場
船せ

ん

山ざ
ん

な
ど
、
多
種
多
彩
の
先
人
た
ち

が
伊
万
里
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
記
念
の
年
に
伊
万
里
市

郷
土
研
究
会
が
主
体
と
な
っ
て
、

↑佐賀市城内エリアを中心に県内全域で平
成 31 年１月 14 日（月・祝）まで開催中
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i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

こ
の
広
報
伊
万
里
と
一
緒
に
配

布
し
て
い
る
『
平
成
30
年
度
予
算

特
集
号
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
少
人
数
教
育
の
推
進
と
教
育
予

算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

■
子
ど
も
の
命
を
守
る
児
童
虐
待

防
止
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議

　
左
の
表
の
と
お
り
、
２
つ
の
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
18
人
の
議
員
か
ら
41
項
目
に

お
よ
ぶ
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
に
関
す
る
控
除
の
見

直
し
や
、
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き

上
げ
と
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方

式
の
見
直
し
、
中
小
企
業
が
導
入

す
る
先
端
設
備
へ
の
固
定
資
産
税

の
課
税
の
特
例
の
創
設
な
ど
を
行

う
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
大
坪
第
４
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
南
波
多
児
童
ク

ラ
ブ
の
位
置
を
変
更
す
る
た
め
、

改
正
し
た
も
の
で
す
。

議

会

報

告

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

に
、
そ
れ
ぞ
れ
12
億
１
９
８
２
万

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
２
５
５
億

５
１
６
７
万
１
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
地
方
公
営
企
業
法
適
用
に
伴
う

企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

を
行
う
た
め
、
１
億
７
３
０
８
万

５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
23
億
54
万

８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
南
波
多
町
井
手
野
地
区
の
処

理
場
の
機
能
更
新
な
ど
を
行
う

た
め
、
２
６
４
０
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

１
億
４
８
５
９
万
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

※
平
成
30
年
度
予
算
の
概
要
は
、

条
例
議
案

◎多久島     繁
○前 田   敏 彦

香 月   孝 夫
舩 津   賢 次
松 尾   雅 宏
草 野   　 譲
笠 原   義 久

◎梶 山   　 太
○弘 川   貴 紀

前 田   邦 幸
力 武   勝 範
東 　   真 生
松 永   孝 三
渡 邊   英 洋

特別委員会
◎は委員長、○は
副委員長、敬称略

地 方 創 生
調査特別委員会

決
　
議

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

予
算
議
案

意
見
書

議 会 基 本 条 例
推進特別委員会

　
平
成
30
年
伊
万
里
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
18
日
か
ら

７
月
４
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、条
例
議
案
２
件
、

一
般
議
案
１
件
、
予
算
議
案
４
件
、
報
告
６
件
、
意
見
書
案
２

件
な
ど
の
審
議
の
ほ
か
、
第
２
回
臨
時
会
で
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
議

案
の
審
議
、一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
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インフォメーション

児童扶養手当

■ひとり親家庭等医療費助成とは

母子・父子家庭の父母とその養育
する児童、父母のいない児童が、
健康保険により医療機関で診療を
受けた場合、医療費の自己負担の
一部を助成します。

● 助成対象者
▷母子・父子家庭の父母

20 歳未満の児童を養育してい
る人

▷児　童
18 歳に達した日以後の最初の
３月 31 日までの間にある人

※所得制限などがあります。
● 助成額

受給資格者が医療機関などで受
診し、支払った一部負担金から
入院・外来を問わず１人１月
500 円を控除した額

● 助成金申請の期限
医療機関などで受診した月の翌
月から起算して１年以内

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した日の
診療分から助成します。

■特別児童扶養手当とは

特別児童扶養手当は、身体・知的ま
たは精神に中度以上の障害がある
20 歳未満の児童を養育している父
もしくは母、または養育者に支給さ
れます。該当する児童がいる母子
家庭などには、児童扶養手当と併
せて支給されます。ただし、対象と
なる児童が児童福祉施設などに入
所している場合は支給されません。
※所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷障害１級該当児童・１人につき

51,700 円
▷障害２級該当児童・１人につき

34,430 円
※所得制限によって、支給停止に

なる場合があります。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷対象児童が福祉施設などに入所

したとき
▷対象児童または受給者が住所を

変更したとき
▷対象児童の障害の程度が変わっ

たとき
▷引き続き手当を受けようとする

とき（再診断）
● 新規申請（随時受付）

県知事の認定を受けると、申請し
た月の翌月分から支給されます。

■児童扶養手当とは

児童扶養手当は、父母の離婚や父または
母の死亡などにより、18歳に達した日以
後の最初の３月 31日までの間にある児童
または 20歳未満の障害児を養育している
ひとり親家庭の父もしくは母、または養
育者に支給されます。
※所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷全額支給の場合　　　　  42,500 円
▷一部支給の場合

10,030 円〜 42,490 円
▷加算額
 ○ 第２子
　（全額支給の場合）　　　  10,040 円
　（一部支給の場合）

5,020 円〜 10,030 円
 ○ 第３子以降・１人につき
　（全額支給の場合）　　　　 6,020 円
　（一部支給の場合）

3,010 円〜 6,010 円
※本人および同居の家族の所得によっ

て、手当額が算定されます。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚を含

む）したとき
▷受給者や対象児童が公的年金を受ける

ようになったとき
▷対象児童が受給者の生計と別になった

とき
▷児童または受給者が住所を変更したとき
▷対象児童の人数が変更になったとき
● 支給制限

父または母である受給資格者に対する
手当は、支給開始月から５年または支
給要件に該当した月（父子家庭の場合
は、平成 22 年８月１日から起算）か
ら７年を経過したときは、手当額が２
分の１になります。就業または求職活
動、就業が困難なことなど、いずれか
証明できる書類を提出するとこれまで
の手当と同じ額が支給されます。

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した月の翌月
分から支給されます。

特別児童扶養手当 ひとり親家庭等
医療費助成

ご存じですか　子育てを応援する制度

現在受給している人は、現況届・更新手続きを忘れずに！
※該当する人には、事前に通知します。

● 受付期間
　８月 13 日（月）〜 24 日（金）
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※土・日曜日は、除きます。
● 受付・問合先
▷児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成

　福祉課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）

▷特別児童扶養手当

　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）
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インフォメーション

※詳細は、『平成 30 年度伊万里市職員採用試験案内』で確認してください。

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

一般事務Ａ 10 人程度
昭和 63 年４月２日か
ら平成 13 年４月１
日までに生まれた人

ー

一般事務Ｂ
（ＩＴ経験）

１人程度
昭和 63 年４月２日
以降に生まれた人

ＩＴ企業などにおいて、システムエンジニア
などの業務経験が平成 30 年７月末現在、通
算して５年以上ある人

一般事務Ｃ
（身体障害者）

１人程度
昭和 63 年４月２日か
ら平成 13 年４月１
日までに生まれた人

次の条件のすべてを満たす人
①身体障害者手帳の交付を受け、その障害の

程度が１級から６級までの人
②介護者なしに職務遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭による面

接試験に対応が可能な人

幼教・
保育士

１人程度
平成３年４月２日以
降に生まれた人

幼稚園教諭と保育士の両方の資格取得者、ま
たは平成 31 年３月 31 日までに両方の資格
取得見込みの人

文化財担当職 １人程度
昭和 63 年４月２日
以降に生まれた人

考古学や発掘調査に関する専門的知識を有す
る人で、学芸員資格取得者、または平成 31
年３月 31 日までに取得見込みの人

土　木 １人程度
昭和 63 年４月２日か
ら平成 13 年４月１
日までに生まれた人

ー

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

す
べ
て
の
試
験
区
分
で
学
歴
を
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
所
要
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。

伊万里の明日を担う市職員を募集します

■受付期間
　８月１日（水）〜 20 日（月）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
※郵送の場合は、８月 20 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　　９月 16 日（日）
● 試験会場　市民センター
● 試験内容
▷一般事務Ａ・C、幼教・保育士
　高等学校卒業程度の教養試験
▷文化財担当職、土木
　高等学校卒業程度の教養試験、専門試験
▷一般事務 B
　民間企業などでの職務経験を勘案した書類審査

■申込書・試験案内の請求
▷８月１日以降に総務課で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書請求』
　と朱書きし、120 円切手を貼った あて先明記の返信用封

筒（角形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。
▷市のホームページから様式をダウンロードすることもで

きます。

■申込・問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所総務課職員係
　（　☎㉓２１２７）

私たちと一緒に働きませんか
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インフォメーション

伊万里有田共立病院／伊万里・有田消防組合の職員を募集します

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

消防士 ４人程度

Ⓐ平成３年４月２
日から平成 13 年
４月１日までに生
まれた人

※ 救急救命士免許
を 有 す る 人 は、
平成元年４月２
日 か ら 平 成 11
年４月１日まで
に生まれた人

①平成 30 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録をし、
引き続き居住している人

②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくして
いた２親等以内の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住
している人（学生、U ターン希望者）

※①または②のいずれかに該当（救急救命士免許を有する人は除く）
し、採用後に伊万里市または有田町に居住することができる人に限
ります。

③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、
または平成 31 年３月 31 日までに取得見込みの人

④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であるこ
と（視力矯正を含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができ
ること。また、聴力が正常であること。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格
▷伊万里有田共立病院

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

薬剤師 ５人
昭和 39 年４月２日
以降に生まれた人

薬剤師の免許取得者、または平成 31 年３月 31 日までに免許取得見
込みの人

診療放射線
技師

２人
平成元年４月２日
以降に生まれた人

診療放射線技師の免許取得者、または平成 31 年３月 31 日までに免
許取得見込みの人

▷伊万里・有田消防組合

※詳細は、『平成 30 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験案内』で確認してください。

■受付期間
　８月１日（水）〜 17 日（金）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
※郵送の場合は、８月 17 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　９月 16 日（日）
● 試験会場
▷伊万里有田共立病院
　県立佐賀工業高等学校（佐賀市）
▷伊万里・有田消防組合
　市民会館　第１会議室
● 試験内容
▷伊万里有田共立病院、伊万里・有田消防組合
　高等学校卒業程度の教養試験

■申込書・試験案内の請求
▷下記で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書
　きし、120 円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒（角

形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。
▷伊万里・有田消防組合ホームページから様式をダウン

ロードすることもできます（伊万里・有田消防組合職員）。

■申込・問合先
▷伊万里有田共立病院

〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
伊万里有田共立病院事務局 （☎㊻２１２１）

▷伊万里・有田消防組合
　〒 848-0027　伊万里市立花町 1355 番地 3
　伊万里・有田消防本部総務課総務係（☎㉓２１１６）

※平成 30 年度の救急救命士国家試験を受験予定の人は、Ⓐの年齢制限となります。
※詳細は、『平成 30 年度伊万里・有田消防組合職員採用試験要綱』で確認してください。
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インフォメーションインフォメーション

● 問合先　情報広報課市民サービス係（ 　☎㉓２１３３）

平成 29 年度　情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

■ 開示請求（４件）の内訳
▷土地に関する誤り等訂正申出書に関する書類一式
▷地籍調査票
▷国土調査で最終的に了承した人の氏名が分かるもの
▷立ち会いが分かるもの、調査番号が分かるもの、筆界を了

承した事が分かるもの

※その他軽易な個人情報の開示（66 件）

請  求  件  数 23 件

処理状況

公　開 14 件

一部公開 5 件

非公開 3 件

取下げ 1 件

不 服 申 立 て 0 件

実施機関 情報公開請求件数 軽易な情報公開件数

市　長

総務部 7 件 298 件

政策経営部 2 件 0 件

市民部 1 件 0 件

産業部 1 件 2 件

建設部 10 件 502 件

水道事業管理者 0 件 488 件

議　会 1 件 0 件

農業委員会 1 件 0 件

計 23 件 1,290 件

諮問件数 答申件数

14 件 12 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況 ■実施機関別請求状況

※答申件数 12 件のうち２件は平成 28 年度中の諮問

に対するもの

◆伊万里市個人情報保護審査会
　市が保有する情報を目的外利用・外部提供などをする場合は、審査会で諮問・答申します。

◆◇ 情報公開制度 ◇◆

◆◇ 個人情報保護制度 ◇◆

■ 情報公開請求（23 件）の内訳
▷里道・水路の譲与図面（法定外公共物特定図面）（４件）
▷決議案第１号　元号制の法制化に関する決議、伊万

里市議会会議録　昭和 52 年第３回定例会
▷宅地造成に関わる資料（利用計画図・決定通知書・

協議書鑑）
▷水難事故に係る佐賀地方裁判所の判決書謄本写し
▷平成 27 年度　固定資産評価替えに係る鑑定評価書、

標準宅地と該当地との街路価形成要因の比較
▷波多津町全域の小字一覧図
▷新天町の土地の資料（基準点・出来形重図、面積（座

標法）計算書、画地原子表、出来形確認測量図、区
域図兼出来形確認測量図一覧図）

▷市道府招・藤川内線（府招工区）の供用に伴う計画図
▷市の平成 29 年１月１日の地番・筆界図の現況図デ

ータ、伊万里市の土地・家屋課税台帳や土地・家屋
価格等縦覧帳簿などに登録された『土地の所在・地番・
地目・地積』・『家屋の所在・地番・家屋番号・種類・
構造・床面積・新築年月日』の登記事項一覧データ（電
磁的記録）の複製

▷土地開発協議書に記載されている工期および計画平
面図、断面図

▷土地開発協議書に記載されている鑑、求積図

▷伊万里みなと祭り 2017（伊万里港開港 50 周年記念式典）
に関して、収入・支出に関する一切の資料（収入の内訳、
支出ー決裁、領収書、その他支出を証明するもの、収入・
支出が記帳された通帳）

▷伊万里みなと祭り 2017 における収入・支出に関する一切
の資料のうち、時間外手当について

▷伊万里みなと祭り 2017（伊万里港開港 50 周年記念式典）
に関して、実行委員会の第１回〜最終回の議事録、フォレ
ストイン伊万里で行われたレセプションの次第、みなと祭
りの記録写真

▷市道府招・藤川内線　計画平面図
▷農業振興地域の整備に関する農用地利用計画変更申請書お

よびその添付書類、農業振興地域の整備に関する農用地利
用計画変更決定通知書

▷農地法第５条の規定による許可申請書およびその添付書類
▷市が出資している伊万里情報センター株式会社の決算書類
（平成 27 年３月期、平成 28 年３月期、平成 29 年３月期
の各貸借対照表、損益計算書、販売費および一般管理費、
株主資本等移動計算書）

▷社会福祉法人長生会の平成 26 年度資金収支計算書、平成
26 年度貸借対照表

▷市住所大字一覧（住所として認められる公称地名）【取下げ】
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↑昨年のリサイクルフェア
　の様子

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
事
業
に
助
成
し
ま
す

　
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
行
う
研
修
事
業
に
つ
い

て
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
事
業
　
伊
万
里
市
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

人
材
育
成
の
た
め
の
以
下
の
事
業

▽
研
修
参
加
事
業

▽
視
察
研
修
事
業

▽
研
修
主
催
事
業

※
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
営
利

活
動
に
関
す
る
研
修
、
受
講
者

個
人
の
み
が
利
益
を
受
け
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
研
修
、
団

体
な
ど
が
福
利
厚
生
の
た
め

に
実
施
す
る
研
修
、
市
か
ら

他
に
補
助
や
助
成
を
受
け
て

参
加
す
る
研
修
は
除
き
ま
す
。

■
対
　
象

▽
市
内
在
住
の
個
人

▽
市
内
在
住
の
１
人
以
上
の
成
人

を
含
む
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て

い
る
人
が
過
半
数
を
占
め
て
い

る
団
体

■
補
助
対
象
・
限
度
額

　
下
表
の
と
お
り

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対象事業 対象経費 補助限度額

研修会
などへ
の参加

旅費（交通費・宿泊費な
ど）、テキスト・資料代、
受講料など

補助対象経費の３
分の２以内とし、
１人当たり 30 万
円を限度とする

研修会
などの
開催

講師などの謝金や旅費、消
耗品費、通信運搬費、広告
宣伝費、印刷製本費、会場・
機器などの使用料など

補助対象経費の２
分の１以内とし、
１事業当たり 10
万円を限度とする

※
応
募
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
、

各
町
（
地
区
）
公
民
館
、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
に
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切

　
８
月
24
日
（
金
）
必
着

■
参
加
者
の
決
定

　
応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
し
、

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
状
況

に
よ
っ
て
は
、
審
査
会
へ
の
出
席

を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

問
合
先  

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
不
用
な
日
用
品
や
雑
貨
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
９
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
役
所
裏
の
公
用
車

車
庫
と
そ
の
周
辺

●

出
店
資
格  

リ
サ
イ
ク
ル
に
興
味

を
持
つ
市
内
在
住
の
個
人
や
団

体
（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●

出
店
料
　
無
　
料

●

応
募
方
法
　
環
境
課
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
区
画
数
（
先
着
順
）

　
25
区
画
程
度
（
幅
２
・
５
㍍
、
奥

行
６
㍍
、
屋
根
あ
り
）

●

募
集
期
間

８
月
８
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す

自
分
た
ち
の
市
民
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

■
Ｐ
Ｒ
方
法

▽
市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
掲
載
さ
れ
た
団
体
の
情
報
を
取

り
ま
と
め
た
『
市
民
活
動
団
体

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
、

掲
載
さ
れ
た
各
団
体
・
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
・
市
民
図
書
館
・
各

町
（
地
区
）
公
民
館
な
ど
に
配

布
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
申
請
書
に
会
則
な
ど
を
添
付
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
審

査
し
た
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
市
で
は
、
市
民
と
活
動
団
体
お

よ
び
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
団
体
間
の
連

携
・
交
流
を
図
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
『
い
ま
り
』
の
自
主
的
な
活
動

の
支
援
に
加
え
、
市
内
で
さ
ま
ざ

ま
な
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
活
動
と
は

　
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
市
民
の

自
主
性
・
自
発
性
に
基
づ
く
も
の

で
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
の
利

益
増
進
の
た
め
の
活
動
を
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
開
か
れ
、
宗
教
や
政
治
を
目

的
と
し
な
い
活
動
を
い
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｒ
で
き
る
団
体

　
市
内
に
お
い
て
、
３
人
以
上
で

市
民
活
動
を
行
う
団
体
で
す
（
宗

教
団
体
や
政
治
団
体
、
企
業
団
体

は
除
き
ま
す
）。

↑市民活動団体の情報を取りま
とめたハンドブックと広報紙
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現
在
市
外
に
住
ん
で
い
て
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
人
は
活

用
し
ま
せ
ん
か
。

●

対
　
象
　
①
〜
④
全
て
に
該
当

す
る
人

①
市
外
に
２
年
以
上
居
住
し
た

後
、
平
成
30
年
７
月
１
日
以
降

に
市
内
に
転
入
し
平
成
30
年
９

月
30
日
ま
で
に
市
内
の
中
小
企

業
な
ど
に
常
用
労
働
者
と
し
て

就
職
し
た
人

②
転
入
か
ら
６
カ
月
以
上
継
続
し

て
市
内
の
中
小
企
業
な
ど
に
就

業
し
、
以
降
継
続
し
て
長
期
の

就
業
の
意
思
を
有
す
る
人

③
転
入
日
時
点
で
40
歳
未
満
の
人

④
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

※
転
勤
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
市

内
企
業
な
ど
に
就
業
す
る
人
や

新
規
就
農
支
援
に
係
る
公
的
補

助
を
受
け
て
い
る
人
、
公
務
員
、

市
税
な
ど
の
滞
納
者
は
対
象
外

※
平
成
30
年
10
月
以
降
に
転
入

し
、
就
業
す
る
人
に
対
す
る
奨

励
金
は
、
平
成
31
年
４
月
以
降

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

奨
励
金
額  

１
人
に
つ
き
20
万
円

●

問
合
先

　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

インフォメーション

ふ
る
さ
と
伊
万
里

就
業
奨
励
金
制
度

◆
用
途
地
域
の
変
更

●

変
更
個
所

▽
松
島
町
字
一
本
松
、
字
六
本
松
、

字
搦
の
一
部

《
変
更
原
案
の
閲
覧
》

●

期
　
間

　
８
月
３
日
（
金
）
〜
16
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●

場
　
所
　
都
市
政
策
課

《
説
明
会
》

●

日
　
時
　
８
月
９
日
（
木
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

《
公
聴
会
》

●

日
　
時
　
８
月
23
日
（
木
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

◆
公
聴
会
で
の
意
見
陳
述

　
意
見
陳
述
を
希
望
す
る
人
は
、

都
市
政
策
課
ま
た
は
説
明
会
の

場
所
に
備
え
付
け
て
い
る
所
定

の
様
式
に
、
意
見
の
要
旨
と
理

由
（
８
０
０
字
程
度
）
な
ど
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
期
限
　

８
月
16
日
（
木
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
・
問
合
先

　
都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

（
　
☎
㉓
２
４
７
６
）

都
市
計
画
用
途
地
域
変
更

原
案
の
説
明
会
・
公
聴
会

　
お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

船
や
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
時
間
と
場
所
を
指
定
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
15
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
10
時

●

場
　
所

◆
流
す
こ
と
が
で
き
る
場
所

▽
伊
万
里
川
（
岩
栗
橋
か
ら
松
島

橋
ま
で
の
間
）

◆
祭
壇
を
設
置
し
て
い
る
場
所

▽
伊
万
里
川
（
船
屋
橋
下
流
の
川

落
と
し
合
戦
場
）

▽
伊
万
里
湾
岸
（
楠
久
津
漁
港
、

小
島
公
園
、
浦
ノ
崎
漁
港
）

※
川
や
海
に
は
流
さ
ず
に
祭
壇
に

供
え
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

旧 玉屋

佐賀銀行

トンテントン
川落し合戦場

岩栗橋

船屋橋

松島橋

市
道
本
町
通
り
線

精
霊
流
し
は
時
間
と

場
所
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

伊
万
里
の
”
い
い
職
“
相
談
会 目

６
‐
６
０
）

●

問
合
先
　
観
光
課
伊
万
里
ブ
ラ

ン
ド
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
０
）

　
期
間
中
は
ホ
テ
ル
内
の
和
食
や

中
華
、
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
伊
万
里
牛
を
は
じ
め
伊
万
里

産
の
旬
の
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
な

ど
を
使
用
し
た
フ
ェ
ア
限
定
メ

ニ
ュ
ー
を
伊
万
里
焼
の
器
で
楽
し

め
ま
す
。

　
ま
た
、
館
内
に
は
、
伊
万
里
焼

風
鈴
や
貴
重
な
観
賞
用
の
伊
万
里

焼
を
多
数
展
示
す
る
な
ど
、
伊
万

里
が
誇
る
特
産
品
の
魅
力
を
随
所

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

期
　
間
　
８
月
１
日
（
水
）
〜

９
月
30
日
（
日
）

●

場
　
所
　
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
（
福
岡
市
中
央
区
大
名
２
丁

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
『
伊
万
里
フ
ェ
ア
』

　
市
内
で
の
就
業
を
希
望
す
る
大

卒
予
定
者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望

者
な
ど
を
対
象
に
企
業
合
同
求
人

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
12
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

※
受
付
終
了
は
午
後
３
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
市
内
の
企
業
15
社
程

度
に
よ
る
合
同
求
人
説
明
会

▽
第
１
部
　
参
加
企
業
に
よ
る
事

↑フェアで提供される料理の例

業
内
容
、
仕
事
内
容
な
ど
の
説
明

▽
第
２
部
　
個
別
相
談
会

※
移
住
・
定
住
に
関
す
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

●

参
加
費
　
無
　
料

●

問
合
先
　

▽
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

　（
☎
㉓
２
１
３
１
）
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婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
世
帯

は
、
税
法
上
の
寡
婦
（
夫
）
控
除

が
適
用
さ
れ
ず
、
婚
姻
歴
の
あ
る

ひ
と
り
親
世
帯
と
比
べ
、
保
育
料

が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
婚
姻
歴
の
な
い

ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に
、
税
法

上
の
寡
婦
（
夫
）
控
除
が
適
用
さ

れ
る
も
の
と
し
て
保
育
料
を
算
定

す
る
『
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な

し
適
用
』
を
実
施
し
ま
す
。

●

適
用
時
期

　
９
月
分
の
保
育
料
か
ら

●

問
合
先

　
福
祉
課
保
育
係

（
　
☎
㉓
２
１
７
４
）

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
市
で
は
、
伊
万
里
駅
な
ど
の
周

辺
の
景
観
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
、
放
置
自
転
車
の
調

査
と
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
伊

万
里
駅
駐
輪
場
を
調
査
し
、
放
置

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
自
転

車
を
市
役
所
で
一
時
保
管
し
て
い

ま
す
。
心
当
た
り
が
あ
る
人
は
、

保
管
期
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
連
絡
が
な
い
場
合

は
、
市
で
廃
棄
処
分
し
ま
す
。

●

保
管
期
日
　
９
月
10
日
（
月
）

●

問
合
先  

企
業
誘
致
・
商
工
振
興

　
課
商
工
振
興
係（
　 

☎
㉓
２
１
８
４
）

放

置

自

転

車

を

一
時
保
管
し
て
い
ま
す

保
育
料
の
寡
婦
（
夫
）

控
除
み
な
し
適
用

　　
地
域
の
防
火
・
防
災
の
最
前
線
で

活
躍
す
る
消
防
団
員
が
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

●

日
　
時

　
８
月
19
日
（
日
）
午
前
８
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
８
月
26
日

（
日
）
午
前
６
時
30
分
に
延
期

●

場
　
所

　
伊
万
里
消
防
署
訓
練
場

●

内
　
容
　
11
分
団
対
抗
小
隊
訓

練
競
技
大
会
（
４
年
に
１
度
開

催
）、
地
震
発
生
時
の
消
防
団
の

救
助
活
動
を
想
定
し
た
救
助
訓

練
ほ
か

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団

係
（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

　●

時
　
期
　
９
月
（
開
催
日
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●

場
　
所
　
各
町
（
地
区
）
公
民
館

※
伊
万
里
地
区
（
立
町
、
岩
立
）、
大

坪
地
区
、立
花
地
区
、大
川
内
町
、

東
山
代
町
は
各
自
治
公
民
館

●

対
象
者
　
昭
和
16
年
10
月
１
日

　
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●

開
催
案
内

　
８
月
中
旬
頃
、
案
内
は
が
き
を

配
布
し
ま
す
。

※
自
治
公
民
館
で
開
催
す
る
地
域

は
、
別
途
案
内
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
長
寿
社
会
課
高
齢
福
祉
・
介
護

認
定
係
（
　
☎
㉓
２
１
６
２
）

● 日　時　８月 25 日（土）午後２時
● 場　所　有田川河川敷（二里小学校前）
● 内　容
▷ゲームコーナー、将棋・オセロ大会、稚

魚の放流、親子釣り大会
※各競技の受付開始は午後１時 30 分
▷バザー、焼肉会、自衛隊による展示
▷伊万里農林高校カヌー部デモンストレー

ション競技、地元バンド演奏、るりこう
苑音楽クラブ演奏会、川東保育園児によ
る演技、二里町民演芸大会、ふたさと音
頭総おどり

▷わくわく抽選会
※抽選券は会場受け付けで午後２時
　配布開始（ペットボトルキャップ
　かアルミプルタブと引き換え）。
▷花火大会
※雨天時は花火大会のみ翌日に順延
● 問合先　二里公民館内 有田川カワニバ

ル実行委員会事務局（　 ☎㉓３０２４）

第 26 回 有田川カワニバル
市
消
防
団
夏
季
点
検

各
町
（
地
区
）
の

敬

老

会

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
６
月
１
日
〜
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
一
千
万
円
　
松
尾
　
勝
馬

（
黒
川
町
福
田
）

　　
８
月
６
日
は
広
島
市
に
、
９
日

は
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
で
す
。
原
爆
で
多
く
の
人
が
犠

牲
に
な
り
、
今
も
後
遺
症
で
苦
し

ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

15
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。
戦
没

者
の
ご
め
い
福
と
、
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
１
分
間
の
黙
と

う
を
捧さ

さ

げ
ま
し
ょ
う
。

●

日
　
時

▽
８
月
６
日(

月)

午
前
８
時
15
分

▽
８
月
９
日(

木)

午
前
11
時
２
分

▽
８
月
15
日(

水)

正
午

※
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

８
月
は
平
和
の
祈
り
を

燃えないごみは正しく分別を

　平成 28 年１月から、燃えないごみの分別
区分を変更していますが、まだ正しく分別
できていないごみが多く見受けられます。
　正しく分別できていないごみは収集でき
ません。適正なごみ出しにご協力ください。

◆赤　袋
ビン類のみ

（割れたものも可）

◆黄　袋
空き缶、金属類、ガラ
ス類、陶磁器、複合素
材、電球、割れた蛍光
灯など（ビン類以外の
燃えないごみ）

● 問合先　環境課リサイクル推進係
（ 　☎㉓２１４５）
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暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌

や簡単な製作などを行います。

▷日　時　8 月 22 日（水）
　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センター・文化ギャラリー

②お誕生会（要申込）
８月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　8 月 29 日（水）
　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
伊
万
里
と

合
わ
せ
て
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
防
災
危
機
管
理
課
防

　
災
危
機
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
０
）

　
８
月
は
、『
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
』
で
す
。
北
方

領
土
と
は
、
択え

と
ろ
ふ捉
島と

う

、
国く

な
し
り後
島と

う

、

色し
こ
た
ん丹
島と

う

、
歯は

ぼ
ま
い舞
群ぐ

ん

島と
う

の
四
島
の
こ

と
で
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。

１
日
も
早
く
日
本
に
返
還
さ
れ
る

こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

　
７
月
１
日
付
け
で
、
松
尾
孝
幸

さ
ん
（
南
波
多
町
）
が
人
権
擁
護

委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
の
人
権

相
談
や
啓
発
活
動
を
行
う
あ
な
た

の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

い
じ
め
や
差
別
、
虐
待
な
ど
人
権

に
か
か
わ
る
問
題
で
悩
み
が
あ
れ

ば
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
平

成
29
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

状
況
を
公
表
し
ま
す
。
申
請
・
閲
覧

件
数
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
閲
覧
申
請
者
、
利
用
目
的
な

ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー

ビ
ス
係
、
各
町(

地
区)

公
民
館

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

問
合
先
　
市
民
課
記
録
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
９
）

　
健
康
上
の
理
由
な
ど
に
よ
り
速

や
か
に
受
け
取
り
に
行
く
こ
と
の

で
き
な
い
人
で
、
希
望
す
る
人
に

安
定
ヨ
ウ
素
剤
（
避
難
に
合
わ
せ

て
服
用
す
る
薬
）
を
事
前
配
布
し

住
民
基
本
台
帳
の

閲

覧

状

況

人
権
擁
護
委
員
の
新
任

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
要
予
約
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●

受
付
内
容

　
市
の
歴
史
や
自
然
の
調
べ
方

●

担
　
当

　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
学
芸
員

●

問
合
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
　
☎
㉒
７
１
０
７
）

●

し
尿
の
く
み
取
り

　
８
月
11
日（
土
・
祝
）〜
15
日（
水
）

※
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
ご
み
の
収
集
業
務
は
、

平
常
通
り
行
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
こ
の
夏
、
身
近
な
生
物
の
不
思

議
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

期
　
間
　
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館

●

場
　
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館

●

展
示
内
容

▽
動
物
標
本
（
約
１
５
０
点
）

▽
淡
水
魚
・
昆
虫
（
約
20
種
）
な
ど

●

入
館
料
　
無
　
料

《
自
由
研
究
相
談
》

●

相
談
日
　
学
芸
員
出
勤
日

お
知
ら
せ

伊
万
里
の
い
き
も
の
展

お

盆

期

間

中

は

休

業

し

ま

す

■ 住民基本台帳の閲覧状況（平成29年度）

期　間
申　請
件　数

閲　覧
件　数

４〜９月 5 件 646 件

10 〜３月 5 件 152 件

合　計 10 件 798 件

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

事
前
配
布
し
ま
す

北
方
領
土
返
還
運
動

全

国

強

調

月

間
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暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

試

験

※
参
加
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
万
里
湾
小
型
船

安
全
協
会
（
☎
㉗
０
１
１
８
）

　
障
害
者
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
故

田
代
一
茂
先
生
を
偲
ん
で
、
生
前

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
18
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

●

問
合
先
　
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
（
☎
㉓
１
８
７
５
）

　
佐
賀
県
警
察
で
は
、
無
料
通
信

ア
プ
リ
『
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
』
を
活
用
し

て
ニ
セ
電
話
詐
欺
な
ど
の
防
犯
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

●

登
録
方
法

▽
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

▽『
佐
賀
県
警
察
あ
ん
し
ん
情
報
』

で
検
索
す
る

▽『
＠
ｓ
ｆ
ｈ
３
４
８
３
ｃ
』
で
Ｉ

Ｄ
検
索

●

問
合
先
　
伊
万
里
警
察
署

（
☎
㉓
３
１
４
４
）

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
受
付
　

　
８
月
１
日
（
水
）
〜
20
日
（
月
）

※
申
請
書
類
は
、
伊
万
里
消
防
署
と

各
分
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署
消
防

　
３
課
予
防
係
（
☎
㉓
２
１
１
８
）

●

日
　
時
　
８
月
21
日
（
火
）

　
午
後
７
時
（
雨
天
決
行
）

●

場
　
所
　

　
宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

※
雨
天
の
場
合
は
脇
野
公
民
館

（
大
念
仏
講
演
）、
脇
野
保
育
園

（
演
芸
披
露
）

●

内
　
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
演

▽
演
芸
披
露（
踊
り
、抽
選
会
な
ど
）

●

問
合
先
　
脇
野
公
民
館
・
浦
川

（
☎
０
９
０
‐
４
９
８
４
‐
０
３
４
６
）

　
伊
万
里
湾
の
環
境
へ
の
関
心
を

高
め
て
環
境
を
守
る
た
め
、
ま
た
、

海
の
楽
し
み
を
理
解
す
る
機
会
と

し
て
、
海
上
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
〜
10
月
の
第
２

　
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

●

集
合
場
所
　
い
ま
り
マ
リ
ー
ナ

（
黒
川
町
福
田
）

期
間
中
は
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
・

心
配
ご
と
な
ど
の
電
話
相
談
窓
口

の
開
設
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

●

実
施
期
間
・
受
付
時
間

▽
８
月
29
日
（
水
）
〜
９
月
４
日

（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
９
月
1
日
（
土
）・
2
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
電
話
相
談
窓
口
の
通
常
開
設
時

間
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。

●

相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

●

受
付
電
話
番
号

　
０
１
２
０
‐

０
０
７
‐

１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）で
す
。

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を

受
け
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、
定
め
ら
れ
た

期
間
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

●

日
　
時
　
９
月
14
日
（
金
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
そ
の
他
の
会
場
で
の
受
講
を
希

望
す
る
人
は
、
伊
万
里
・
有
田

▽
大
川
老
人
憩
の
家

（
☎
㉙
２
０
５
１
）

▽
山
代
老
人
憩
の
家

（
☎
㉘
４
１
５
２
）

◆
指
定
管
理
者

▽
九
州
産
業
株
式
会
社

（
☎
㉒
３
４
３
６
）

●

期
　
日
　
９
月
13
日
（
木
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
付
・
問
診
時
間

　
午
後
１
時
〜
２
時

●

相
談
・
診
察
時
間

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●

内
　
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
に
関
す
る
相
談
（
整
形
外

科
・
耳
鼻
咽い
ん

喉こ
う

科
）、
補
装
具
の

交
付
・
修
理
・
適
合
な
ど
に
関

す
る
相
談
や
判
定
、
医
療
に
関

す
る
相
談

●

対
　
象
　
身
体
に
機
能
的
障
害

が
あ
る
人
お
よ
び
そ
の
家
族

※
い
ず
れ
の
相
談
も
１
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

　
８
月
29
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で

は
、『
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
』
で
す
。

●

受
付
内
容
　
い
じ
め
や
暴
行
、

差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

誹
謗
中
傷
な
ど
の
人
権
問
題

●

日
　
時
　
９
月
５
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
大
川
公
民
館

●

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

井
之
　
一
行
さ
ん

松
尾
　
孝
幸
さ
ん

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
老
人
憩
の
家
は
、
60
歳
以
上
の

人
が
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
館

内
設
備
（
電
位
治
療
器
や
カ
ラ
オ

ケ
、
会
議
室
な
ど
）
は
自
由
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
の
合
う

仲
間
と
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

開
館
日
　
月
〜
土
曜
日

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

●

開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●

利
用
料
（
１
日
）　
１
人
20
円

●

問
合
先

◆
各
施
設

▽
波
多
津
老
人
憩
の
家

（
☎
㉕
０
８
９
０
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
×
佐
賀
県
警

老

人

憩

の

家

に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

無
料
特
設
人
権
相
談

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

身

体

障

害

者

更
生
相
談
所
巡
回
相
談

田
代
一
茂
先
生
を
偲し
の

ぶ
会

シ
ー
バ
ー
ド
活
動

（

海

上

清

掃

）

全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
』
強
化
週
間

脇

野

の

夏

祭

り

（

万

燈

の

夕

べ

）

23 2018.8広報伊万里



暮らしのチャンネル

▽
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
大
川
町
）

▽
ク
ア
ハ
ウ
ス
謙
仁
の
杜（

二
里
町
）

▽
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス 

は
な
（
東
山
代
町
）

▽
源
氣
堂
（
山
代
町
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護

予
防
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
５
）

●

対
　
象

　
65
歳
以
上
で
、
週
１
回
の
教
室
へ

の
参
加
と
毎
日
10
分
程
度
の
自

宅
学
習
が
可
能
な
人

●

期
　
間

　
10
月
〜
平
成
31
年
３
月

※
毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
で
、
30

分
程
度

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料
　
月
額
２
０
０
０
円

●

募
集
人
数
　
25
人
（
先
着
順
）

●

募
集
開
始
　
８
月
６
日
（
月
）

◆
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

▽
内
　
容

　
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
、
簡
単
な
読
み
・
書
き
・
計

算
の
お
手
伝
い

●

募
集
人
数
　
５
人
（
先
着
順
）

●

募
集
開
始
　
８
月
６
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護

予
防
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
５
）

護
保
険
制
度
を
活
用
し
た
体
操
教

室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●

対
　
象
　

　
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
左
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
足
の
筋
力
低

下
に
関
す
る
５
項
目
）
の
う
ち
、

３
つ
以
上
に
該
当
す
る
人

※
運
動
制
限
が
あ
る
場
合
を
除
き

ま
す
。

●

運
動
期
間
　
週
１
回

（
継
続
し
て
６
か
月
間
）

●

利
用
料
　
１
回 

５
０
０
円

●

利
用
施
設
（
い
ず
れ
か
１
か
所
）

▽
カ
ー
ブ
ス
伊
万
里
（
伊
万
里
町
）

▽
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス
伊
万
里（

新
天
町
）

▽
Ａ
＆
Ａ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
30

（
立
花
町
）

▽
前
田
病
院 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（
立
花
町
）

　
９
月
９
日
の
『
救
急
の
日
』
を

含
む
１
週
間
（
９
月
９
日
か
ら
15

日
ま
で
）
は
、『
救
急
医
療
週
間
』

で
す
。
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
９
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
伊
万
里
消
防
署

●

内
　
容

　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
扱
方

法
、
１
１
９
番
通
報
の
し
か
た
、

け
が
・
病
気
・
窒
息
時
の
応
急

手
当
法

●

募
集
人
数
　
30
人
程
度

●

受
講
料
　
無
　
料

※
講
習
会
終
了
後
に
は
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署

　
消
防
２
課
救
急
係

（
☎
㉓
１
１
９
９
）

　
要
介
護
状
態
に
な
る
主
な
原
因

と
さ
れ
る
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
』（
筋
肉
や
関
節
な
ど
の

障
害
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下
し

た
状
態
）
を
予
防
す
る
た
め
、
介

広告

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

い

き

い

き

脳

の

健
康
教
室
参
加
者

ロ
コ
モ
予
防
体
操

教

室

参

加

者

●

１
次
試
験
日
　
10
月
14
日
（
日
）

●

試
験
場
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

採
用
試
験
区
分
な
ど

●

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に

記
入
し
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

●

募
集
期
限
　
９
月
25
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

●

応
募
・
問
合
先

　
社
会
福
祉
法
人
伊
万
里
福
祉
会

（
☎
㉒
３
９
３
３
）

募
　
　
集

伊
万
里
福
祉
会
職
員

救
命
講
習
会
参
加
者

１．手すりや壁などにつかまらずに、階段を
昇ることができますか。　　  □ いいえ

２．何もつかまらずに、いすから立ち上がる
ことができますか。　　　　  □ いいえ

３．15 分程度、歩き続けることができますか。
　　　　　　　　　　　　　  □ いいえ

４．過去１年間に転倒したことがありますか。
　　　　　　　　　　　　　  □ は　い

５．転倒することに大きな不安がありますか。
　　　　　　　　　　　　　  □ は　い

■ 基本チェックリスト（５項目）

試験
区分

予定
人数

年齢
制限 その他の受験資格

保育士
２人

程度

昭和 58 年
４ 月 ２ 日
以 降 に 生
まれた人

保育士資格・幼稚園教諭
免許取得者または平成 31
年３月 31 日までに資格・
免許取得見込みの人

調理師
２人

程度
同　上

調理師免許取得者または
平成 31 年３月 31 日まで
に免許取得見込みの人

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ
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広告

暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

試

験

お

知

ら

せ
● 日　時　９月 30 日（日）
　　　　　午前９時〜午後４時 30 分
● 場　所　国見台運動公園
● 内容・対象・募集人数
　①ボールで遊ぼう　年長〜小
　　学３年生と保護者・引率者

　50 組 100 人
　②キッズチャレンジ　小学４
　　年生〜６年生　120 人
● 参加料　無　料
● 応募方法　所定の用紙に記入の上、体育保健課

に直接持参するかファックスで申し込んでくだ
さい。

● 募集開始（先着順）　８月 10 日（金）
※詳細は問合わせてください。
● 応募・問合先　体育保健課スポーツ振興係

（　 ☎㉓３１８７、 FAX ㉓２６１５）

夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ
木
工
芸

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

● 日　時　９月 16 日（日）
　　　　　午前 10 時〜午後３時 30 分
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者

のみに案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機

に伊万里市に住む意思がある 20 歳以上
の独身の人

● 参加料　2,500 円（食事代、保険料など）
● 募集人数　男・女各 12 人
※応募多数の場合は抽選
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　９月６日（木）
● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎㉓２９５０）
※メールアドレス
　deai@city.imari.saga.jp

♥ ♥婚活イベント

伊万里牛焼肉ランチ・ボーリングで
アタックチャンス

スペシャルゲスト
の小塚崇彦さん

※
応
募
作
品
は
①
か
③
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
ピ
ノ
キ
オ
の
家
は
予
約
者
が
優

先
で
す
。
ま
た
、
オ
ー
ダ
ー
カ
ッ

ト
な
ど
の
注
文
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
創
業
・
開
業
を
考
え
て
い
る
人

や
関
心
の
あ
る
人
は
受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
創
業
・
開
業
な
ど
に

関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●

日
　
程
（
全
５
回
）

　
８
月
17
日
（
金
）、
31
日
（
金
）、

９
月
14
日
（
金
）、
28
日
（
金
）、

10
月
12
日
（
金
）

●

場
　
所
　
伊
万
里
商
工
会
議
所

●

内
　
容

　
創
業
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
、
資
金

調
達
な
ど

●

受
講
料
　
無
　
料

※
受
講
者
に
は
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
（
会
社
設
立
時
の
登
録
免

許
税
の
減
免
、
信
用
保
証
枠
の

拡
大
な
ど
）。

●

応
募
先

　
伊
万
里
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
所
（
☎
㉒
３
１
１
１
）

●

問
合
先

▽
伊
万
里
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
所
（
☎
㉒
３
１
１
１
）

▽
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

●

応
募
期
限
　
８
月
20
日
（
月
）

●

作
品
展
示
　
市
役
所

　
８
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

●

表
　
彰
　
テ
ー
マ
別
、
フ
リ
ー

部
門
そ
れ
ぞ
れ
に
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
１
点

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

●

応
募
・
問
合
先

①
伊
万
里
市
木
工
芸
セ
ン
タ
ー

　
ピ
ノ
キ
オ
の
家（

☎
㉒
２
８
２
２
）

▽
利
用
可
能
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
水
曜
日
は
休
館

②
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

③
農
山
漁
村
整
備
課

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

●

応
募
資
格
　
市
内
小
学
校
の
児
童

●

作
品
内
容
　
ピ
ノ
キ
オ
の
家
で

作
っ
た
も
の
で
、
主
に
木
材
を

使
用
し
、
１
人
で
持
ち
運
び
で

き
る
大
き
さ
の
も
の

▽
テ
ー
マ
部
門

低
学
年
（
１
年
生
〜
３
年
生
）

『
宝
物
入
れ
』

高
学
年
（
４
年
生
〜
６
年
生
）

『
ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
お
家
）』

▽
フ
リ
ー
部
門

※
ピ
ノ
キ
オ
の
家
に
準
備
し
て
い

る
キ
ッ
ト
は
除
き
ま
す
。

※
作
り
方
な
ど
は
木
工
芸
指
導
員

に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
り
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

創

業

塾

受

講

生

伊万里スポーツデイ
ＳＯＭＰＯボールゲームフェスタ in 伊万里
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暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

佐賀県JA ・ 名村労働組合 ・ 各宗法具取扱 指定店

おぶつだん
うるし工房

いいものを造り続けて140年

伊万里市新天町462-6 裏に駐車場があります

TEL（0955）23-5345
FAX（0955）23-5374

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

セット
価格

赤札からさらに赤札からさらに

セット〈木製〉

径28×長さ156cm （21,000円＋税1,680円）×2〈一個〉コード

商品番号 門提灯尺三丸〈家紋・家名入〉

径39×長さ76cm 15,500円＋税1,240円〈一個〉コード

1850 絹

商品番号 鈴乃ワイン行灯二重張11号

径35×高さ87cm （17,000円＋税1,360円）×2〈一個〉コード

26846 絹

商品番号 桜住吉9寸二重絵入7093-50 絹

¥93,960

30セット限り

本体価格 87,000円＋税6,960円

A

URL：http://www.shirakawabutugu.com

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

●

日
　
時
　
９
月
13
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
開
会

※
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延

●

場
　
所
　
国
見
台
球
技
場

●

出
場
資
格
　
伊
万
里
市
民

●

チ
ー
ム
編
成

　
８
人
以
内
（
監
督
含
む
）

●

参
加
料 

１
チ
ー
ム 

１
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　
８
月
30
日
（
木
）

●

応
募
先

　
体
育
保
健
課
ま
た
は
各
町
（
地

区
）
公
民
館

●

問
合
先

　
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
７
）

●

日
　
時

▽
ブ
ド
ウ
　
９
月
２
日
（
日
）

▽
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
　
９
月
30
日

（
日
）

※
時
間
は
両
日
午
後
１
時
〜
５
時

●

場
　
所
　
伊
万
里
総
合
庁
舎

●

内
　
容

　
栽
培
概
要
の
紹
介
、
園
地
見
学
、

生
産
者
と
の
意
見
交
換
、
個
別

相
談

●

応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た

は
高
等
学
校
を
平
成
31
年
３
月

に
卒
業
見
込
み
の
人
な
ど

●

募
集
課
程
・
定
員
　

▽
本
科
（
２
年
制
）　
50
人

▽
専
科
（
１
年
制
）　
若
干
人

※
農
産
（
野
菜
・
米
麦
・
大
豆
・
花
き
・

果
樹
）
や
畜
産
の
ほ
か
、
６
次
産

業
化
（
生
産
か
ら
加
工
・
販
売

ま
で
）
を
学
び
ま
す
。

●

試
験
場
所

　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

●

推
薦
入
試
　

▽
願
書
受
付
　
９
月
３
日
（
月
）
〜

18
日
（
火
）

▽
試
験
日
　
10
月
５
日
（
金
）

●

一
般
入
試
（
一
次
）　

▽
願
書
受
付
　
11
月
12
日
（
月
）

〜
28
日
（
水
）

▽
試
験
日
　
12
月
14
日
（
金
）

●

一
般
入
試
（
二
次
）　

▽
願
書
受
付
　
平
成
31
年
１
月
15

日
（
火
）
〜
２
月
６
日
（
水
）

▽
試
験
日
　
２
月
22
日
（
金
）

●

問
合
先

　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
５
２
㊺
２
１
４
４
）

●

応
募
条
件

　
市
内
ま
た
は
有
田
町
で
農
業
経
営

と
し
て
ブ
ド
ウ
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
栽
培
を
希
望
す
る
人

●

募
集
期
間

▽
ブ
ド
ウ
　
８
月
10
日
（
金
）
〜

24
日
（
金
）

▽
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
　
８
月
10
日

（
金
）
〜
９
月
18
日
（
火
）

●

募
集
人
数
　
各
10
人
（
先
着
順
）

●

参
加
費
　
無
　
料

●

応
募
・
問
合
先
　
伊
万
里
農
林

事
務
所
西
松
浦
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
５
１
２
８
）

●

期
　
日

▽
火
曜
教
室
（
全
６
回
）

　
９
月
４
日
〜
10
月
９
日

▽
水
曜
教
室
（
全
６
回
）

　
９
月
５
日
〜
10
月
10
日

※
両
教
室
と
も
毎
週
午
後
１
時
30

分
か
ら
約
３
時
間

●

場
　
所
　
伊
万
里
ス
タ
ー
ボ
ウ

ル
（
立
花
町
）

●

募
集
人
数
　
各
24
人

●

受
講
料
　
２
０
０
０
円
（
全
６

回
分
の
ゲ
ー
ム
代
、
貸
靴
代
、

教
材
費
、
保
険
料
込
み
）

●

応
募
方
法
　
電
話

●

応
募
・
問
合
先
　
市
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
　
曽
我

  

（
☎
０
８
０
‐
８
３
５
３
‐
６
６
６
４
）

募
　
　
集

伊
万
里
市
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
出
場
者

佐

賀

県

農

業

大

学

校

学

生

ブ
ド
ウ
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

就
農
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

初
心
者
向
け
健
康

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
受
講
生

●

受
験
資
格  

次
の
い
ず
れ
か
に
該

　
当
す
る
人（
経
験
は
試
験
日
現
在
）

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
て
２
年
以
上
の

経
験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
て
３
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
て
５
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

●

受
験
料
　
５
０
０
０
円

●

試
験
日
　
10
月
４
日
（
木
）

●

受
験
講
習
会
　
９
月
27
日
（
木
）

●

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
５
０
０
円

が
必
要

●

試
験
・
受
験
講
習
会
会
場

　
佐
賀
市
文
化
会
館
（
佐
賀
市
）

●

試
験
案
内
配
布
・
申
込
期
間

　
８
月
１
日
（
水
）
〜
20
日
（
月
）

※
試
験
案
内
は
、
市
下
水
道
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　
佐
賀
県
下
水
道

　
協
会（
☎
０
９
５
２
㉝
１
３
３
０
）

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者

試
　
　
験
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暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

スマホでチラシ
iPhone以外のスマートフォンの方 iPhoneをご利用の方

Playストア

muchu 検索Android app
App Store

muchu 検索iOS app

QRコード読み取りが可能な方はこちらのコードを読み取ってください。
携帯画面内に表示されてある下のアイコンはアプリ取得用のアイコンです。
このアイコン内から取得できます。

約60店舗の情報を随時更新中！

このアイコンがmuchu! アプリの目印だよ♪

地域情報アプリ　　　　  を
無料ダウンロードするだけ！

手順は
簡単

地域のドラッグストア、スーパーの新聞折込チラシが
すべて無料で見られます

方法1

方法2

広告

暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

試

験

お

知

ら

せ

８月の巡回日
● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

日 巡 回 場 所 時　間

７日
・

21 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
JA 滝野出張所 11:30~
国 見 公 民 館 14:00~
山 口 病 院 14:15~
国見団地集会所 14:40~

８日
・

22 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~
伊万里松浦病院 14:00~
西 田 病 院 14:40~

２日
・

16 日
（木）

西 光 苑 11:00~
ケアハウスいまり 11:30~
市民センター 14:15~

10 日
・

24 日
（金）

南波多公民館 11:20~
田 代 公 民 館 11:30~
原屋敷公民館 14:00~
JA 前平出張所 14:00~

10 日 デ イ な が や ま 14:40~

24 日 グランパランいまり 15:00~

日 巡 回 場 所 時　間

28 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
楽 寿 園 14:50~
ケアセンターくちいし 15:10~

１日
・

29日
（水）

小石原公民館 11:00~
東 山 代 公 民 館 13:50~
向 陽 園 14:00~
伊万里鍋島焼会館 14:30~

３日
・

17 日
・

31 日
（金）

波多津公民館 11:30~

JA 大 川 支 所 14:30~
３日
・

31 日
大 川 公 民 館 14:00~

17 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

ー こ ど も ハ ー ト フ ル
センターひまわり園 次回 9月13日

※このほか保育園や小学校、
会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

第３回 図書館を使った調べる
学 習 コ ン ク ー ル 作 品 募 集

　図書館を使った調べる学習は、読解力や

思考力などが磨かれる学びです。図書館や

学校図書館を有効に活用し、自分の力で学

ぶ力を身につけていくことを目的に、コン

クールを開催します。

◆募集期間

９月１日（土）〜３０日（日）必着

◆対　　象

市内在住の小・中学生（グループでも可）

◆募集部門

小学生（低・中・高）、中学生

６・13・20・27 日
※第４木曜日も開館

８月の休館日

『デート
クレンジング』

柚木 麻子／著
祥伝社

新刊案内
　
ポ
イ
ッ
ト
氏
は
今
回
も
船
に
乗

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
の
人
々

は
『
フ
ラ
コ
コ
ノ
実
』
を
食
べ
な
い

と
何
も
で
き
な
い
と
い
う
不
思
議
な

体
質
で
す
。
そ
の
実
は
湖
の
島
に
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
食
べ
時
』
が
来

る
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

25
回
の
挑
戦
と
失
敗
と
い
う
記
録
保

持
者
の
ポ
イ
ッ
ト
氏
は
、「
ま
だ
実

を
食
べ
て
い
ま
せ
ん
ね
」
と
声
を
か

け
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
食
べ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
は
あ
る
秘
密
が
あ
り
ま
し
た
。

　
調
理
師
免
許
を
持
つ
35
歳
の
佐
知

子
は
、
義
母
が
経
営
す
る
喫
茶
店
で

働
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
親
友
の
実

花
は
『
デ
ー
ト
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
』
と

い
う
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
解
散

後
は
一
転
婚
活
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
妊
活
に
励
む
佐

知
子
が
妊
娠
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
人
生
の
転
機
を
迎
え
、
環
境
が

変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
嫉
妬
や
焦
り

が
佐
和
子
と
実
花
の
間
に
芽
生
え
始

め
ま
す
。

高楼 方子／著
大野 八生／画

福音館書店

『４ミリ同盟』
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暮らしのチャンネル

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

妊産婦・乳幼児相談
◆期　日　８月 20 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆対　象　妊産婦・乳幼児
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

妊婦わくわくクラブ（要申し込み）
◆日　時　８月 17 日（金）

　午後３時〜４時 30 分
◆内　容　公的サービスの紹介、

妊娠中のママの体について

市民健康相談（要予約）
◆日　時　８月８日（水）
　午前９時〜午後３時

ストレスケア相談（要予約）
◆日　時　８月 21 日（火）
　午前９時〜３時
◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
30
年
５
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
８
月
30
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
１
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
８
月
16
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
化
物
塗
布
を

行
い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
26
年
12
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
８
月
23
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
30
年
１
月
生
ま
れ

８
月
７
日
（
火
）

▽
平
成
30
年
２
月
生
ま
れ

９
月
４
日
（
火
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ

８月以降のがん検診等の日程（集団検診）

検診名
予約の必要はありません 定員があり予約をしないと受診できません

肺がん検診 子宮頸がん検診 乳がん検診 骨粗しょう症検診

年齢など（H31.3.31 現在） 40 歳以上 20 歳以上 40 歳以上
（２年に１度の検診） 40 〜 70 歳の女性

受付時間 8:30 〜 10:30 10:00 〜 10:30 9:00 〜 10:30 8:30 〜 10:30

料金 各 500 円

日程 場所 ◯ : 予約枠が十分あり　　　　△ : 予約枠が残り少ない　　　　× : 予約終了

８
月

20 日 月 波多津公民館 ◯ ◯ ◯ ◯

22 日 水 黒川公民館 ◯ ◯ ◯ ◯

23 日 木 大川公民館 ◯ ◯ ◯ ◯

24 日 金 市民センター （子宮・乳検診　受付時間 17 時〜19 時）◯ △予約枠わずか −

27 日 月 松浦公民館 ◯ ◯ ◯ △予約枠わずか

９
月

10 日 月 山代公民館 ◯ − − ◯

11 日 火 山代公民館 − ◯ △予約枠わずか −

18 日 火 二里公民館 − ◯ ◯ −

19 日 水 二里公民館 ◯ − − ◯

20 日 木 東山代公民館 ◯ − − △予約枠わずか

21 日 金 東山代公民館 − ◯ △予約枠わずか −

10
月

  9 日 火 立花公民館 ◯ − − ×予約終了

10 日 水 立花公民館 − ◯ ◯ −

22 日 月 南波多公民館 ◯ ◯ ◯ △予約枠わずか

※ 肺がん・子宮頸がん・乳がん検診はお住まいの地区以外、医療機関でも受診ができます。実施医療機関は広報伊万里５月
号に掲載しています。9 月 30 日（日）、10 月 14 日（日）は市民センターで、特定健診・がん検診のセット検診があります。

乳がん検診は、原則女性技師が対応します。
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暮らしのチャンネル

運転時の心がけであなたもエコドライバーに
夏本番を迎え、行楽地へのお出かけで自動車を利用する人も多いのでは
ないでしょうか。発車時にふんわりアクセルを踏み５秒間で時速 20 ㎞

程度にゆっくり加速する『e
イー

スタート』を行うことで、年間でガソリ
ン 87.57 ℓの省エネ、二酸化炭素 194 ㎏の削減ができます。また、
タイヤの空気圧をこまめにチェックする、不要な荷物は積まない、走行
ルートの決定など出発前の準備も忘れずに行いましょう。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４） ■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/

８月の市民相談

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（８日・22 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（２日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（16 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（７日・21日）

午前10時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（９日）

午前10時〜
午後３時

行政相談 第３金曜日
（17 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時

※正午〜午後
１時を除く

市消費生活
センター
㉓２１３６

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２火・第４日
曜日

（14 日・26 日）

午前９時〜午
後８時（14日）
午前９時〜午
後５時（26日）

税務課 税務課
㉓２１５２

年金相談
※要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（23 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日 午前９時〜

午後３時 30分
福祉課社会
福祉係

女性相談
※面談は要予約 月・水・金曜日 午前 ９ 時〜

午後４時
相談電話番号
㉒６７６３

72

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

試

験

お

知

ら

せ

８月の行事

● 徳田千佳子門下生によるピアノ発表会

　11 日（土）午後２時 30 分開演

（☎㉓８８６８）

● 宮地ピアノ教室発表会

　19 日（日）午後２時開演

（☎㉓３６８９）

● 同和問題講演会

　28 日（火）午後１時 30 分開演

（☎㉓３１８６）

● 伊万里市老人福祉大会

　23 日（木）午前９時 30 分開会

（☎㉒７１０８）

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　19 日（日）午後２時 30 分

　『アルプスの少女ハイジ

〜ハイジとクララ〜』（91 分）

● 特別上映会〔ホール〕

　26 日（日）午後２時 30 分

　『人間の翼

〜最後のキャッチボール〜』（135 分）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

↑昨年の同和問題講演会の様子

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

不審なはがきが届いたという相談が多数寄せられています。例えば、
『消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ』と書かれ、実在する省
庁を名乗り、現預金や不動産などの差し押さえを強制的に執行すると
いう内容で、訴訟取り下げ最終期日が記載されています。取り下げな
どの相談窓口の電話番号が示されていますが、はがきに書かれた問い
合わせ先には決して連絡しないでください。不安に思うことがあれば、
下記に相談してください。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）
　　　　　消費者ホットライン（☎ １８８）

突然、『訴訟最終告知』というはがきが届いた

29 2018.8広報伊万里



● 発行日／平成 30 年８月１日
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平成 30 年７月１日現在
● 人口　55,246 人　 （−   23）
　　男　26,650 人　 （−     6）
　　女　28,596 人　 （−   17）
● 世帯　23,315 世帯（＋   16）

（　）は前月比

人の動き

この冊子は、１部当たり約 34 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

編  

集  

室  

か  

ら

編  

集  

室  

か  

ら

編  

集  

室  

か  

ら

教育長杯第９回
小学生スポーツ・チャレンジ・ゲーム
６月 23 日、小学生スポーツ・チャレンジ・ゲームが立花小学
校でありました。３校（牧島小学校、滝野小学校、山代東小学校）
から 33 人が参加。しっぽとりゲーム、アジャタ 100、ロープ・
ジャンプの３種目で熱戦を繰り広げました。結果は、山代東小
学校が３種目全てを制し、総合優勝を飾りました。

ニュースポーツを体験しよう

競技の終了後には、５つのニュースポーツを体験しました。はじめは力加減が分からず苦戦していた子どもた
ちも、すぐにコツをつかんで楽しんでいました。

ロープジャンプ

アジャタ 100

しっぽとりゲーム

記録を出すためには持久力も必要です

息を合わせて一斉にジャンプ

相手のすきを見逃しません

ロープジャンプで 370 回の大会新記録を達
成して喜ぶ山代東小学校の選手たち

ニチレクボール スカットボール 公式ワナゲ オーバルボール ストラックアウト

暑
い
で
す
ね
。
締
切
が
迫
り
、
毎
夜
編

集
業
務
の
追
い
込
み
を
し
て
い
る
編
集

室
の
気
温
も
、
30
度
を
超
え
る
日
々
で

す
。
皆
さ
ん
も
熱
中
症
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
ね
。
さ
て
、８
月
は
『
広

報
伊
万
里
』
と
『
予
算
特
集
号
』
を
同

時
に
発
行
し
ま
す
。
で
す
の
で
編
集
業

務
も
い
つ
も
の
２
倍
、
と
ま
で
は
言
い

ま
せ
ん
が
、
か
な
り
の
忙
し
さ
で
す
。

私
は
予
算
特
集
号
を
全
面
的
に
担
当
し

て
い
ま
す
の
で
、
広
報
伊
万
里
８
月
号

は
大
部
分
を
部
下
の
Ｋ
君
が
担
当
。
ず

い
ぶ
ん
と
無
理
を
さ
せ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
一
生
懸
命
作
っ
て
い
ま
す

の
で
、
少
し
だ
け
で
も
目
を
通
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
そ

れ
は
そ
う
と
、
こ
れ
ま
で
２
人
で
作
っ

て
き
た
も
の
よ
り
も
、
Ｋ
君
が
作
っ
た

今
月
号
の
方
が
、
上
手
に
で
き
て
い
る

と
い
う
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。（
忠
）
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